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主 な 内 容

成
年
後
見
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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不要な照明や電気機器の利用を控えるなど、節電へのご協力をお願いします

　
成
年
後
見
制
度
は
本
人
（
判
断
能
力
の
不
十
分
な
人
）
の
財
産
や
生
活
を
守
る
た
め
、
本
人
に
代
わ
っ
て
法
律

行
為
を
行
っ
た
り
助
け
た
り
す
る
制
度
で
す
。

成
年
後
見
制
度
と
は

　
認
知
症
や
知
的
・
精
神
障
害
な
ど

に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
低
下
し
た
人

は
、
金
銭
や
財
産
の
管
理
が
で
き
な

く
な
っ
た
り
法
外
な
契
約
を
結
ば
さ

れ
た
り
し
て
、
本
人
や
周
り
の
人
が

不
利
益
を
受
け
て
安
心
し
て
生
活
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
次
の
よ
う
な
例
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

●
親
が
認
知
症
で
、
訪
問
販
売
で
不

要
な
高
級
品
を
買
わ
さ
れ
て
多
額
の

金
銭
を
支
払
っ
て
い
る
の
で
、
ま
た

そ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
っ
た
り
す
る

の
で
は
な
い
か
と
周
り
の
人
が
心
配

し
て
い
る

　 

●
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
い
が
、
自
分
が
契
約
内
容
を
す
ぐ

に
理
解
で
き
な
い
の
で
、
な
か
な
か

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

●
知
的
障
害
者
が
そ
の
親
族
の
財
産

を
相
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
相

続
財
産
が
負
債
の
み
で
あ
る
た
め
、

代
わ
り
に
相
続
放
棄
の
手
続
き
を
し

た
い

●
生
活
費
が
不
足
し
て
い
る
の
で
自

分
名
義
の
土
地
を
処
分
し
た
方
が
い

い
と
思
っ
て
い
る
が
、
自
分
が
人
の

話
を
聞
い
て
も
す
ぐ
忘
れ
て
し
ま
う

た
め
、
何
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分

か
ら
ず
困
っ
て
い
る

●
一
人
暮
ら
し
で
子
ど
も
が
い
な
い

の
で
、
将
来
自
分
が
認
知
症
に
な
っ

た
と
き
に
金
銭
の
管
理
を
し
て
く
れ

る
人
が
い
な
い

●
成
人
し
た
子
に
精
神
障
害
が
あ
り
、

自
分
た
ち
が
い
な
く
な
っ
た
後
に
子

の
生
活
や
年
金
を
誰
が
管
理
し
て
く

れ
る
の
か
心
配
で
あ
る

　
こ
の
よ
う
な
心
配
に
応
え
、
法
律

的
に
本
人
の
権
利
や
財
産
を
守
る
制

度
が
成
年
後
見
制
度
で
す
。

　
成
年
後
見
制
度
に
は
、
判
断
能
力

が
不
十
分
に
な
っ
て
か
ら
利
用
す
る

「
法
定
後
見
制
度
」
と
判
断
能
力
が

不
十
分
に
な
る
前
に
備
え
て
お
く

「
任
意
後
見
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
ま
で

の
流
れ
は
、
左
上
図
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

成
年
後
見
人
等
の
業
務

　
成
年
後
見
制
度
で
本
人
を
支
援
す

る
人
の
こ
と
を
「
成
年
後
見
人
等
」

と
呼
び
、
主
に
次
の
業
務
を
行
い
な

が
ら
、
本
人
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い

ま
す
。

●
財
産
管
理
業
務
（
本
人
の
預
貯
金

や
不
動
産
な
ど
の
財
産
を
管
理
）

●
身
上
監
護
（
本
人
の
生
活
の
様
子

や
希
望
を
確
認
し
、
本
人
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
契
約
を
締
結
）

※
「
法
定
後
見
制
度
」
の
場
合
、
成

年
後
見
人
等
の
同
意
を
得
な
い
で
本

人
が
行
っ
た
訪
問
販
売
な
ど
の
契
約

は
後
で
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

後
見
監
督

　
成
年
後
見
人
等
が
本
人
の
利
益
を

き
ち
ん
と
守
る
よ
う
に
、
随
時
本
人

の
財
産
の
管
理
状
況
な
ど
に
つ
い
て

家
庭
裁
判
所
や
弁
護
士
な
ど
の
監
督

　市では、成年後見制度についての理解を深めるための講演会を実施します。
　11月5日㈯と1月23日㈪の講演会後には、講師による個別相談会を行います。
日時・場所・テーマ・講師・申込期日　下表のとおり
個別相談会対象　一般　各回3人（申し込み順）
■申・■問　各申込期日までに電話か申込用紙（市ホームページにあります）に必要事項
を記入の上、ファクスかEメールで高齢者福祉課地域包括支援センター☎（497）
3474・℻  （498）4832・  chiiki-hokatsu@city.shiroi.chiba.jpへ

成年後見制度講演会

人
が
報
告
を
求
め
た
り
調
査
を
す
る

こ
と
を
「
後
見
監
督
」
と
い
い
ま
す
。

成
年
後
見
人
等
は
、
後
見
監
督
に
備

え
て
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
仕
事
ぶ
り

に
つ
い
て
報
告
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
長
に
よ
る
申
し
立
て

と
報
酬
助
成

　
法
定
後
見
制
度
の
利
用
が
必
要
で

あ
り
な
が
ら
誰
も
申
し
立
て
る
人
が

い
な
い
場
合
、
市
長
が
申
立
人
と
な

り
ま
す
。
市
長
が
申
し
立
て
を
行
っ

た
人
の
う
ち
、
本
人
が
成
年
後
見
人

等
へ
の
報
酬
を
支
払
う
こ
と
で
生
計

が
維
持
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
場
合
は
、
報
酬
費
用
の
全

部
か
一
部
を
市
が
助
成
し
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に

　
認
知
症
な
ど
の
病
気
に
よ
る
理
解

力
や
判
断
能
力
の
低
下
は
、
誰
も
が

起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
。
悪
質
商
法

や
不
利
益
な
契
約
な
ど
か
ら
財
産
を

守
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
尊
厳
の

あ
る
暮
ら
し
を
送
る
た
め
の
手
段
の

一
つ
と
し
て
、
成
年
後
見
制
度
を
積

極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

申
・
問

　
高
齢
者
福
祉
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）
3
4

7
4
（
高
齢
者
）
へ
、
社
会
福
祉
課

障
害
福
祉
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8

3
（
障
害
者
）
へ

講演会日程
日時 場所 テーマ 講師 申込期日

10月8日㈯　
13:30 ～ 15:15

文化会館
中ホール

私たちの財産と暮らしを守る
「成年後見制度」～分かりやす
く制度を学ぶ　ビデオ視聴会&
小池信行先生による講演会～

㈶民事法務協会　小池
信行弁護士 10月5日㈬

11月5日㈯　
13:30 ～ 15:15

保健福祉
センター

いつまでも安心して暮らせるよ
うに～任意後見制度と遺言でこ
れからの心配に備えよう～

㈶民事法務協会　西堀
英夫専任講師 10月27日㈭

12月14日㈬　
14:00 ～ 16:15

悪質業者に負けない!自分も、家
族も、ご近所も～消費者被害・
多重債務防止策と成年後見制度
のメリットを学ぶ～

県消費者センター消費
生活指導員　

12月12日㈪
リーガルサポート千葉
菊地裕文司法書士

1月23日㈪　
13:30 ～ 15:45

成年後見制度　どんな人が使う
といいの? ～事例から学ぶ～

県社会福祉士会　櫻井
勉社会福祉士

1月12日㈭
成年後見制度の手続きや申立の
流れ、後見監督について

千葉家庭裁判所主任書
記官

2月4日㈯　
10:00 ～ 12:15

成年後見人の役割を知る～親族
として　市民として～

県社会福祉士会　鈴木
勝英社会福祉士

2月1日㈬
白井市の成年後見制度に関する
相談支援について

市地域包括支援セン
ター社会福祉士

　市では市内産の新米について、2地点で採取した玄米を分析
した結果、下表のとおり放射性セシウムは検出されず、安全
性が確認されました。
　このため、市内産の新米の出荷や販売ができるようになり
ました。
国の暫定規制値（穀類）　500ベクレル／㌔㌘
■問　農政課農政班　内線3251 ～ 3

新米の放射性物質検査
（本調査）結果

放射性物質検査（本調査）結果

採取日 栽培地

放射性セシウム
（ベクレル／㌔㌘）

セシウム134 セシウム137

8月26日
富塚

（旧白井村）
検出せず 検出せず

8月29日
谷田

（旧永治村）
検出せず 検出せず

※「検出せず」とは放射性物質が存在しないか放射性セシ
ウム134、放射性セシウム137とも20ベクレル／㌔㌘未満で
あることを示します。

成年後見制度を利用するまでの流れ

任意後見制度

判断能力あり 公証役場で本人が選ん
だ任意後見受任者と本
人が契約

家庭裁判所による面接・調査・鑑定など

家庭裁判所による審判・後見人等による支援の開始

判断能力不十分

家庭裁判所へ補助・保
佐・後見開始審判の申
し立て

家庭裁判所へ任意後見
監督人選任の申し立て

法定後見制度

※申立人は本人・配偶者・四親等内親族など



　
21
日
㈬
か
ら
30
日
㈮
は
「
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
期
間
で
す
。
秋

の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
人
と
車

の
動
き
が
活
発
に
な
る
こ
と
や
日
没

時
間
が
早
ま
る
た
め
薄
暮
時
に
お
け

る
事
故
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
30
日
㈮
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
」
で
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を
守

り
事
故
防
止
に
努
め
、
夕
暮
れ
時
以

降
に
外
出
す
る
と
き
は
、
な
る
べ
く

明
る
い
服
な
ど
を
着
用
し
、
身
の
回

り
品
へ
の
反
射
材
用
品
な
ど
の
利
用

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
交
通
安
全
運
動
の
重
点
目
標
】

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防
止

●
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

●
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班

　
内

線
3
3
2
1
〜
3

悩
み
ご
と
に
合
っ
た
相

談
窓
口
へ

　
県
警
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
・
団

体
の
相
談
窓
口
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
結
ん
で
い
ま
す
。
下
表
の
悩
み
ご

と
に
合
っ
た
窓
口
に
相
談
し
、
解
決

へ
の
近
道
を
通
り
ま
し
ょ
う
。

　
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
対
応
し
、
効
率
的
で
効
果
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

市
民
と
行
政
の
協
働
が
不
可
欠
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た

「
白
井
」
ら
し
さ
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
市
独
自
の
プ
ラ
ン
を
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
、
共
通
理
解
を
深
め
な

が
ら
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【（
仮
称
）
市
民
参
加
・
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
と
は
】

　
プ
ラ
ン
（
市
民
参
加
・
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
）
と
は
市
民
参

加
・
協
働
の
現
状
や
課
題
、
考
え
方
、

自
治
会
活
動
や
市
民
活
動
な
ど
と
の

連
携
・
協
働
の
あ
り
方
、
推
進
体
制
、

さ
ら
に
第
4
次
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
を
推
進
す
る
た
め
の
指
針
と
な

る
も
の
で
す
。

（
仮
称
）
市
民
参
加
・
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
策
定
へ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

【
市
民
主
役
で
策
定
】

　
プ
ラ
ン
は
市
民
自
ら
が
考
え
、
行

動
す
る
「
市
民
自
治
」
を
意
識
し
な

が
ら
、
市
民
・
市
民
活
動
団
体
・
事

業
者
、
学
識
経
験
者
の
委
員
12
人
か

ら
な
る
策
定
会
議
を
中
心
に
審
議
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
7
月
28
日
に
委
嘱
し
た
委
員
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

委
員
　
関
谷
昇
（
会
長
）、
星
野
隆

史
（
副
会
長
）、
市
川
温
子
、
菊
地

正
夫
、
佐
野
運
吉
、
松
川
輝
雄
、
渡

辺
悦
生
、
金
子
龍
治
、
齊
藤
和
博
、

古
山
洋
祐
、
赤
間
賢
二
、
辻
利
夫

【
プ
ラ
ン
の
共
通
理
解
】

　
プ
ラ
ン
づ
く
り
の
策
定
過
程
に
つ

い
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活

用
し
て
随
時
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
プ
ラ
ン
の
素
案
が
出
来
次
第
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
募
集
を

行
い
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
て

い
き
ま
す
。

【
学
習
会
を
開
催
】

　
プ
ラ
ン
策
定
に
当
た
り
、ま
ず「
参

加
・
協
働
」
に
つ
い
て
市
民
と
職
員

が
一
緒
に
学
習
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
共
通
理
解
を
深
め
る
た
め
、
千

葉
大
学
法
経
学
部
関
谷
昇
准
教
授
を

講
師
に
迎
え
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班

　
内
線
3
1
5
1

市民参加とは
　市の施策の立案から実
施、評価に至るまで、広
く市民の意見を反映させ
るとともに、市民と市と
の連携・協働によるまち
づくりを推進することを
目的に、市民が市政に参
加することをいいます。

協働とは
　市民と市が、それぞれ
の役割を認め合い、生か
しながら、共通の目的で
あるまちづくりの課題解
決に向けて協力する関係
のことをいいます。

日時　10月4日㈫ 　午前9時30分～正午
場所　市役所、法目ふるさと農園
対象　市内在住・在勤　30人（申し込み順）
内容　講義「秋冬野菜の栽培管理」と実習
講師　西印旛農業協同組合職員
持ち物　筆記用具、軍手、作業をしやすい服装
■申・■問　9月30日㈮までに、電話か直接農政課農政班　内線3254へ

野菜づくり講習会
悩みごとに合った相談窓口

内容 相談窓口  電話番号
消費生活全般に関する相談 県消費者センター 047(434)0999
交通事故損害賠償、示談などの相談 県交通事故相談所 043(223)2264
女性の社会生活上の相談、一時保護 県女性サポートセンター 043(206)8002
精神科救急医療の受診に関する相談 県精神科医療センター 043(276)3188
犬・猫などペットに関する相談 県動物愛護センター 0476(93)5711
法律問題全般に関する相談 法律相談センター 043(227)8954
暴力団に関する困りごと相談 県暴力団追放県民会議 043(254)8930
悩みなど人生全般の相談 千葉いのちの電話不安 043(227)3900

委嘱を受ける委員

　皆さんの市内産業への意識に
ついて伺うため、20歳以上の
1,500人を無作為で抽出し、8月
下旬にアンケート用紙を送付し
ました。
　アンケートの締め切りは本日
15日㈭です。まだ返信していな
い対象者は、アンケートを記入
の上、投函してください。
　協力お願いします。
■問　商工振興課商工振興班内線
3241・2

（仮称）
市産業振興条例に
関するアンケート

　市が定める都市計画に関する審
議をする都市計画審議会の委員を
募集します。
任期　委嘱の日から2年間
対象　平日の会議に出席できる市
内在住の満20歳以上　2人
報酬　会議1回6,600円（年2回程度）
■申・■問　9月27日㈫（必着）まで
に所定の申込書（都市計画課・市
ホームページ、各センターにあり
ます）に必要事項を記入の上、郵
送か直接都市計画課計画整備班　
内線3236・7へ

夕暮れは
早めのライトに

反射材

秋の全国交通安全運動

都市計画審議委員を
募集します

　この方針は市民の安心感を高めるため、福島県に対する文部科学省からの通知（23文科ス第452号　平
成23年8月26日）に基づき、市における放射線量の低減に関する基本的事項を定めるるものです。
１．除染基準および対応
　空間線量が毎時1マイクロシーベルトを基準とし、これ以上の場合は文部科学省からの通知に基づき除染
対策を講じます。
２．基準値以下で局所的に線量が高いと思われる場所の対応
　局所的に線量が高いと思われる場所については、できる限り受ける線量を下げていくため次の対応を行
います。
○職員、関係者およびボランティアによる側溝清掃・草刈りなどを実施する
○集水枡

ます

や側溝などにおいて職員などでは対応ができない場合、業者委託する
○保育園3園の砂場は砂の入れ替えを行う
３．学校等におけるモニタリング
　保育園・学校においては、教員などに簡易型積算線量計を24時間携帯させ、線量の測定を行います。
４．測定および公表
　測定場所　保育園、小・中学校、公園
　測定頻度　現在行っている21カ所の定点測定は、毎週1回の測定を当面の間継続し、これ以外の測定は毎
　月1回測定する
　公表　測定後、ホームページなどで速やかに公表する
５．私立保育園・幼稚園への対応
　私立の保育園・幼稚園に対しては、この方針の取り組みにできるだけ協力を求めていきます。
■問　環境課環境対策班　内線3272・3

市放射線量低減策基本方針

市における
放射性物質の
除染の考え方

　文部科学省から「福島県内の学校の校舎・
校庭等の線量低減について」の通知が8月
26日付けであり、福島県外の学校におい
ても参考になるものとの内容でした。
　通知の中で学校などにおける児童・生徒
が受ける線量については、原則年間1ミリ
シーベルト以下とし、これを達成するため
の校庭などの空間線量率の目安を毎時1マ
イクロシーベルト未満とすることが示され
ました。市はこれを準用し、毎時1マイク
ロシーベルト以上の学校などを対象に表土
の入れ換えなどの除染対策を行います。
　現在のところ、市内の観測地点ではこの
基準を超えていませんが、今後も計測を続
け、皆さんと協力しながら清掃活動などを
行ってまいります。

白井市長　伊澤史夫
保育園園庭で放射線量を測定をする市職員
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Q
　
知
ら
な
い
会
社
か
ら
有
名
な
保

養
地
の
「
温
泉
付
き
有
料
老
人
ホ
ー

ム
の
利
用
権
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

送
ら
れ
て
き
た
。
極
上
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
年
6
㌫
か
ら
8
㌫
の
配

当
も
得
ら
れ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

数
日
後
、
別
の
会
社
か
ら
「
と
て
も

貴
重
な
利
用
権
だ
。
東
北
の
被
災
者

を
入
居
さ
せ
た
い
の
で
、
購
入
し
て

く
れ
れ
ば
高
値
で
買
い
取
る
。
1
口

20
万
円
だ
が
、
5
口
以
上
で
お
願
い

し
た
い
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
断
っ

た
と
こ
ろ
「
被
災
者
の
た
め
に
な
る

の
に
な
ぜ
購
入
し
な
い
の
か
」
と
何

度
も
電
話
が
掛
か
り
困
っ
て
い
る
。

　
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

（
70
代
・
男
性
）

A
　「
被
災
者
支
援
に
な
る
」
な
ど

と
い
っ
て
、
高
齢
者
に
温
泉
付
き
有

料
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
権
を
勧
誘
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
い

く
つ
か
の
業
者
が
共
謀
す
る
劇
場
型

勧
誘
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
温
泉
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
利
用
権
」
の

歓
誘
に
ご
用
心

利
用
料
を
支
払
っ
た
後
で
だ
ま
さ
れ

た
と
わ
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
本

当
に
被
災
者
の
た
め
に
な
る
の
か
よ

く
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
少

し
で
も
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
き
っ
ぱ

り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
事
例
の
場
合
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
居
室
の
面
積
、
利
用
料
の
詳
細
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
、
中
途
解
約
の
清
算

ル
ー
ル
な
ど
の
重
要
事
項
が
全
く
記

載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
開
設
に
必
要
な
自

治
体
へ
の
届
出
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
年

6
㌫
か
ら
8
㌫
の
配
当
」
が
得
ら
れ

る
仕
組
み
も
理
解
で
き
な
い
内
容
で

し
た
。「
高
値
で
買
い
取
る
」
と
い

う
話
も
信
用
で
き
る
か
疑
わ
し
い
も

の
で
す
。

　
被
災
者
支
援
で
は
な
く
「
優
先
的

に
入
居
で
き
る
」
と
い
わ
れ
て
勧
誘

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
有
料

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
興
味
が
あ
る
人

は
、
日
ご
ろ
か
ら
小
ま
め
に
情
報
収

集
を
し
て
、
怪
し
げ
な
勧
誘
に
は
応

じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
消
費
生
活
相
談
室
　
内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
午
前

10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2
階
相

談
室
）
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舗装修繕工事のお知らせ

●

●

●
●

●

【中地区】

　工事は夜間に行い、工事中は交通誘導員を
配置し、車両は片側交互通行です。
期間　～ 10月下旬（工事日数は5日間程度）
工事箇所　下図の　　部分
■問　道路課建設班　内線3212

●公民センター

●
コンビニエンス
　　　　　ストア

　　●
コンビニエンス
　　　　　ストア

●スーパー銭湯

●白井第二小学校

河
原
子
街
道

⇒柏市

木下街道

⇒

　
ふ
る
さ
と
を
感
じ
る
景
色
、
心
が

癒
さ
れ
る
景
色
、
元
気
が
も
ら
え
る

景
色
、
や
さ
し
く
な
れ
る
景
色
な
ど
、

景
色
に
は
人
を
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
に

さ
せ
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
　

　
身
近
な
自
然
や
周
囲
の
景
色
か
ら
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
残
し
て
い
き
た

い
風
景
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

展
示
日
程
　
2
月
2
日
㈭
〜
12
日
㈰

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者

申
・
問

　
9
月
26
日
㈪
か
ら
1
月
17

日
㈫
ま
で
の
間
に
、
Ａ
4
サ
イ
ズ
程

度
（
最
大
で
四
つ
切
り
）
の
写
真
専

用
印
画
紙
に
プ
リ
ン
ト
し
（
デ
ー
タ

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）、
景
観
に
焦

　10月22日㈯・23日
㈰に開催予定の「ふ
るさとまつり」の運
営に従事するボラン
ティアを募集します。
対象　高校生以上
内容　子ども広場での切符販売や入場者の
整理、舞台での進行補助や人員整理など
■申　10月3日㈪までに、ふるさとまつり
実行委員会事務局（市商工会内）☎（492）
0721へ
■問　ふるさとまつり実行委員会事務局（市
商工会内）☎（492）0721、商工振興課商
工振興班　内線3241・2

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　「
下
水
道
」
が
整
備
さ
れ
る
と
家

庭
か
ら
の
雑
排
水
や
雨
水
が
速
や
か

に
排
除
さ
れ
る
た
め
、
清
潔
で
快
適
・

安
全
な
生
活
環
境
が
実
現
す
る
と
と

も
に
、
河
川
や
海
な
ど
の
水
質
が
改

善
さ
れ
ま
す
。

【
接
続
は
速
や
か
に
】

　
ト
イ
レ
は
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

も
自
動
的
に
水
洗
化
さ
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
下
水
道
の
供

用
が
開
始
さ
れ
る
と
、
下
水
道
法
な

ど
に
よ
り
、
1
年
以
内
に
下
水
を
公

共
下
水
道
に
流
入
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
排
水
管
な
ど
の
排
水
設
備
を
設

置
し
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
3
年

以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
排
水
設
備
工
事
を
行
う
場
合
は
市

の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

【
負
担
金
は
建
設
費
の
一
部
に
】

　
下
水
道
は
道
路
や
公
園
な
ど
の
公

共
施
設
と
違
い
、
下
水
道
の
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
人
は
整
備
さ
れ
た
地
域

の
人
に
限
ら
れ
ま
す
。
こ
の
一
部
の

限
ら
れ
た
地
域
の
人
の
た
め
に
、
税

金
だ
け
で
事
業
を
行
う
こ
と
は
、
公

平
な
負
担
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
下
水
道
事
業
に
よ
っ
て
利
益
を
受

け
る
人
た
ち
に
、
建
設
費
の
一
部
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
が
「
受
益

者
負
担
金
」
の
制
度
で
す
。
負
担
金

は
地
区
や
宅
地
面
積
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

【
排
水
設
備
の
改
造
工
事
に
助
成
金

を
支
給
】

供
用
開
始
の
公
示
後
1
年
以
内
に
排

水
設
備
の
改
造
工
事
を
実
施
し
た
場

合
　
3
0
、0
0
0
円
を
助
成

公
示
後
3
年
以
内
に
ト
イ
レ
を
水
洗

式
に
改
造
す
る
人
が
市
指
定
の
金
融

機
関
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
た
場
合

2
5
、0
0
0
円
を
限
度
と
し
て
助

成
（
借
入
資
金
に
対
す
る
利
子
相
当

額
に
対
し
て
）

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
世
帯
の
場

合
　
5
、
0
0
0
円
の
助
成
金
を
支

給
（
流
量
計
の
初
回
分
の
設
置
に
対

し
て
）

※
平
成
9
年
4
月
1
日
以
降
に
供
用

開
始
さ
れ
た
区
域
が
対
象
で
す
。

【
上
手
に
使
お
う
み
ん
な
の
下
水
道
】

　
下
水
道
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
上
手

に
使
う
こ
と
が
そ
の
機
能
を
発
揮
さ

せ
ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

○
台
所
に
油
類
を
流
す
と
排
水
管
に

付
着
し
詰
ま
る
原
因
に
な
る

○
高
濃
度
の
薬
品
類
を
流
す
と
排
水

管
を
溶
か
し
た
り
、
下
水
の
処
理
を

困
難
に
す
る

○
水
洗
ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

や
紙
オ
ム
ツ
、
生
理
用
品
な
ど
を
流

す
と
詰
ま
り
の
原
因
に
な
る

○
汚
物
を
流
す
水
量
を
極
端
に
少
な

く
す
る
と
、
詰
ま
り
の
原
因
に
な
る

【
維
持
管
理
に
充
て
ら
れ
る
使
用
料
】

　
下
水
道
使
用
料
は
下
水
管
の
清
掃

や
補
修
、
ポ
ン
プ
場
の
運
転
な
ど
の

下
水
施
設
の
維
持
管
理
費
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

【
公
共
下
水
道
使
用
届
の
提
出
を
忘

れ
ず
に
】

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
忘
れ
ず
に

公
共
下
水
道
使
用
（
開
始
・
休
止
・

廃
止
・
再
開
・
変
更
）
の
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

○
転
入
・
転
出
・
転
居
の
場
合

○
井
戸
を
廃
止
し
て
上
水
道
に
切
り

替
え
る
場
合

○
使
用
者
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合

○
井
戸
を
使
用
さ
れ
て
い
る
人
（
流

量
計
を
設
置
し
て
い
な
い
場
合
）
で

世
帯
の
人
数
が
変
わ
っ
た
場
合

問
　
市
上
下
水
道
課
業
務
班
　
内
線

3
4
5
7
〜
9
、
第
一
環
境
㈱
白

井
営
業
所
☎
0
5
7
0
（
0
6
4
）

9
9
0
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
を
利
用
で
き
な
い

場
合
は
☎
（
4
9
1
）
5
2
6
5
へ

下
水
道
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

　今回のコースは、千葉
ニュータウン中央駅をス
タートして西福寺、薬王寺、
妙福寺の古刹などを巡り、
ニュータウン周辺に広がる
豊かな自然を満喫しながら、
県立北総花の丘公園へと向
かう約13㌔㍍のコースです。
日程　10月8日㈯（荒天中止）
集合時間・場所　午前9時・
千葉ニュータウン中央駅自
由通路
参加費　無料
■問　企画政策課企画政策班
内線3352・3

北総ウオーク

　最近「公園に猫が集まっていて怖い」「猫の餌が散らばって
いる」などの声が市に寄せられています。猫は繁殖力が強く、
何もしなければ「飼い主のいない猫」は増える一方です。
　これらの問題は、どう解決すればいいでしょうか。
【猫を捨てない】
○ペットは生涯飼い続けることが飼い主の義務です
　●捨てると50万円以下の罰金が課せられることがあります
　●飼えなくなったときは新しい飼い主を探してください
　※飼い主が見つからない場合は県動物愛護センターに相談す
　　ると、引き取りが可能となる場合があります。
○飼い主のいない猫は、捨てられたり迷子になったものがほと
　んどです
【飼い主のいない猫の捕獲や排除はできますか】
○法令により、殺処分などを目的とした捕獲はできません
○猫は縄張りで過ごすため、追い払っても戻ってしまいます
【飼い主のいない猫を増やさない】
○不妊・去勢手術が効果的で、これらを伴わない無責任な餌や
りは猫の増加につながります

飼い主のいない猫（前編）

点
を
絞
っ
た
コ
メ
ン
ト
、
撮
影
し
た

場
所
や
景
観
に
関
す
る
思
い
を
応
募

用
紙（
都
市
計
画
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
記
入
の
上
、
郵

送
か
直
接
都
市
計
画
課
計
画
整
備
班

内
線
3
2
3
6
へ

※
こ
の
写
真
展
は
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
応
募
写
真
は
撮
影
場
所
が
は
っ
き

り
と
分
か
る
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
原
則
全
て
展
示
し
ま
す
。

　
応
募
写
真
は
原
則
全
て
市
に
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
、
権
利
は
市
に
帰
属

し
景
観
事
業
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

　
写
真
、
応
募
者
氏
名
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
応
募
に
係
る
個
人
情
報
は
、
当
事

業
以
外
の
目
的
で
使
用
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ふるさとまつり
ボランティアを募集

市の美しい
景観写真展

あなたが大事にしている
白井の風景を集めて

■問　市環境課環境保全班内線3276・7、県動物愛護センター　
☎0476（93）5711

　次回は「飼い主のいない猫」を不妊・去勢手術により
自然な減少を図る取り組み（地域猫活動）を紹介します。

一昨年のふるさとまつり
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生
か
し
た
就
労
・
社
会
参
加
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
進
め
よ
う

③
高
齢
者
の
介
護
予
防
、
生
き
が
い
・

健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

よ
う

④
高
齢
者
の
人
権
を
尊
重
し
「
認
知

症
」
や
介
護
問
題
等
を
み
ん
な
で
考

え
、
高
齢
者
や
介
護
者
を
支
え
る
取

り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
よ
う

⑤
高
齢
社
会
に
お
け
る
家
族
や
地
域

社
会
等
の
役
割
を
理
解
し
、
お
互
い

に
協
力
し
て
安
心
と
活
力
あ
る
長
寿

社
会
を
つ
く
ろ
う

⑥
災
害
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
す

る
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
で

市
の
状
況

　
7
月
末
日
現
在
の
市
内
在
住
95
歳

以
上
の
人
は
67
人
（
男
10
人
、
女
57

人
）
で
、
65
歳
以
上
の
人
は
1
1
、

0
4
9
人
、
人
口
に
対
す
る
高
齢
化

率
は
18
㌫
で
す
。

老
人
週
間
が
掲
げ
る

6
つ
の
目
標

①
す
べ
て
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る
保
健
・
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
ふ
れ
あ
い

の
輪
を
広
げ
よ
う

②
高
齢
者
の
知
識
、
経
験
や
能
力
を

転
ば
ぬ
先
の
知
恵

　
誰
も
が
介
護
が
必
要
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
人

は
自
分
や
家
族
が
当
事
者
に
な
る

ま
で
関
心
を
持
つ
こ
と
は
な
い
よ

う
で
す
。
近
ご
ろ
、
一
人
暮
ら
し

や
高
齢
者
の
み
で
暮
ら
す
世
帯
が

と
て
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

【
一
人
暮
ら
し
の
場
合
】

　
あ
る
日
突
然
、
家
族
の
元
に
親

戚
や
近
所
の
人
、市
役
所
か
ら「
認

知
症
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
」

な
ど
の
連
絡
。
事
故
や
病
気
の
連

絡
も
あ
る
よ
う
で
す
。

【
高
齢
者
の
み
世
帯
の
場
合
】

　
ど
ち
ら
か
一
方
が
介
護
を
頑

張
っ
て
い
る
た
め
に
公
的
介
護
の

導
入
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
大
変
な

状
況
に
な
っ
て
か
ら
の
相
談
対
応

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
高
齢
者
は
子
ど
も
に
迷
惑
を
掛

け
た
く
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
自

分
た
ち
で
介
護
の
問
題
を
抱
え
込

ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お

り
、
と
て
も
危
険
に
感
じ
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
こ
と
に
思
い
当
た

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

●
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
に
な
り
近
所
と
の
関
わ
り
も

減
る
と
独
自
の
世
界
で
生
活
を
送

る
よ
う
に
な
り
、
家
の
中
が
雑
然

と
し
て
い
た
り
冷
蔵
庫
の
中
に
は

賞
味
期
限
切
れ
の
食
品
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
も
本
人
た
ち
は
不
思
議

に
思
わ
ず
生
活
し
て
い
る

●
た
ま
に
来
る
子
ど
も
の
前
で
は

短
い
時
間
を
過
ご
す
だ
け
な
の
で

子
ど
も
た
ち
は
親
た
ち
の
姿
を
見

て
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
思
い
、

自
立
し
て
い
る
と
勘
違
い
を
し
て

し
ま
う
。
こ
れ
ら
に
は
意
外
な
落

と
し
穴
が
あ
り
ま
す
。

　
介
護
事
業
所
が
高
齢
者
同
士
の

介
護
の
「
老
老
介
護
」、
認
知
症

同
士
の
介
護
の
「
認
認
介
護
」
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
て
い

る
中
で
、
親
が
生
活
し
て
い
る
状

況
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

親
　
迷
惑
を
掛
け
ず
に
暮
ら
し
た

い⇒

最
後
ま
で
迷
惑
を
掛
け
ず

に
暮
ら
す
こ
と
は
難
し
い

子
　
自
分
の
親
は
大
丈
夫⇒

い

つ
ま
で
も
し
っ
か
り
し
た
親
で
い

続
け
る
事
は
難
し
い

早
め
に
相
談
を

「
あ
や
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
早

め
の
相
談
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
が
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
生
活

を
続
け
て
い
く
コ
ツ
で
す
。
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

事
業
者
紹
介

　
常
に
介
護
が
必
要
で
、
自
宅
で

は
介
護
が
で
き
な
い
人
を
対
象
に
、

食
事
・
入
浴
な
ど
の
介
護
や
健
康

管
理
を
し
ま
す
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
作
成
も
あ
り
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
菊
華
園

（
神
々
廻
1
0
3
0
）
☎
（
4
9

2
）
8
1
1
1

高
齢
者
在
宅
介
護

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
06

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
菊
華
園

　「
子
ど
も
が
急
に
熱
を
出
し
食
欲

が
な
い
…
」「
吐
い
た
り
い
つ
も
と

違
う
ゆ
る
い
便
が
続
い
て
い
る
」
な

ど
、
ど
う
対
処
し
た
ら
よ
い
か
、
い

つ
病
院
へ
連
れ
て
い
く
べ
き
か
迷
っ

た
り
不
安
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
特
に
自
分
か
ら
症
状
を
伝

え
ら
れ
な
い
小
さ
な
子
ど
も
に
と
っ

て
、
親
が
で
き
る
ホ
ー
ム
ケ
ア
は
大

切
で
す
。
普
段
な
か
な
か
話
を
聞
く

機
会
の
少
な
い
市
内
小
児
科
医
に
乳

幼
児
期
の
気
が
か
り
な
症
状
の
ホ
ー

ム
ケ
ア
や
上
手
な
病
院
の
受
診
の
仕

方
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

日
時

　
10
月
8
日
㈯

　
午
後
2
時
〜

検 診 の 現 場 か ら　vol.6
大切な人をがんで亡くさないために
　保健師である私の祖父は肺がんで亡くなりました。
当時学生で、私にとって初めてのがん体験でした。
　祖父のがんが見つかったのは、木の剪定作業中に
木から落ちて骨折したときでした。がんは肺からも
うすでに骨に転移しており、骨がもろくなっていた
のです。それから寝たきりになり、約2カ月で他界し
ましたが、その2カ月間に私たち家族はたくさんのこ
とを学びました。私はその思い出を胸に、現在がん
検診にかかわる仕事をしています。
　肺がんで死亡する人数は、がんが原因で死亡する
日本人の中で最も多くいます。がんは検診で早期発
見し、早期治療できる時代です。他人事ではないと、
皆さんの大切な人や、何より一番大切な皆さん自身
の体にもっと関心を寄せてください。
　肺がん・結核検診(胸部レントゲン検査)は10月に
も実施します。受診を希望していてまだ申し込みを
していない人は、まだ間に合いますので、健康課へ
申し込んでください。
【死亡数が多かったがんの内容】
第1位　肺（男女）　第2位　胃（男女）　第3位　肝
臓（男）、結腸（女）
※独立行政法人国立がん研究センターがん対策情報
センターによる2009年のデータです。
■問　健康課保健予防班☎（497）3495

み
ん
な
で
築
こ
う
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
安
心
と
活
力
あ
る
長
寿
社
会

　

本
日
「
老
人
の
日
」
か
ら
21
日
㈬
ま
で
の
1
週
間
は
「
老
人
週
間
」
で
す
。
皆
さ
ん
一

人
一
人
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
高
齢
者
と
の
関
わ
り
を
深
め
た
り
、
高
齢
期
の
あ
り
方
に
関

心
を
寄
せ
る
切
っ
掛
け
と
し
ま
し
ょ
う
。

の
つ
な
が
り
を
築
こ
う

金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　
市
で
は
「
老
人
の
日
」
に
先
立
ち
、

9
月
6
日
㈫
に
実
施
し
た
贈
呈
式
で

結
婚
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
金
婚
13

組
の
皆
さ
ん
に
祝
い
品
を
贈
り
ま
し

た
。
席
上
、
伊
澤
市
長
か
ら
は
「
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
健
康
に
気
を
付
け
て
仲
よ
く
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。」
と
の
祝
い
の
言

葉
が
掛
け
ら
れ
、
祝
い
品
を
贈
呈
さ

れ
た
皆
さ
ん
を
代
表
し
て
佐

國
男

さ
ん
が
「
お
祝
い
の
言
葉
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
家

族
で
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

米
寿
・
1
0
0
歳
以
上

の
皆
さ
ん
に
祝
い
品

　
米
寿
（
88
歳
）
を
迎
え
ら
れ
る
人

 

（
大
正
12
年
生
ま
れ
）
と
1
0
0
歳

以
上
（
明
治
45
年
3
月
以
前
生
ま
れ
）

の
人
に
対
し
、
市
か
ら
祝
い
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

　
祝
い
品
は
老
人
週
間
に
民
生
委
員

が
配
布
し
ま
す
。
　

問
　
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4

「
一
日
赤
十
字
」
参
加

者
募
集

　
市
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
「
一
日
赤

十
字
」
と
題
し
、
赤
十
字
の
理
解
を

目
的
と
し
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
10
月
6
日
㈭

　
午
前
9
時
30

3
時
30
分
（
受
け
付
け

　
午
後
1
時

30
分
〜
2
時
）

※
保
育
希
望
者
は
午
後
1
時
45
分
ま

で
に
必
ず
来
て
く
だ
さ
い
。

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住

　
60
人
（
申
し
込

み
順
）

講
師
　
と
り
う
み
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ

ク
副
院
長
　
鳥
海
佳
代
子
医
師

参
加
費
　
無
料

保
育
　
あ
り
（
対
象
は
1
歳
以
上
で

20
人
で
申
し
込
み
順
で
す
）。

申
・
問

　
10
月
4
日
㈫
ま
で
に
、フ
ァ

ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
に
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
質
問
し
た
い
こ
と
・「
健

康
づ
く
り
講
演
会
希
望
」
を
記
入
の

上
（
保
育
希
望
者
は
子
ど
も
の
氏
名
・

年
齢
）、
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進

班
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4
・
℻

（
4
9
2
）
3
0
3
3
・

 k
en
k

ou
@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

子
ど
も
の
気
掛
か
り
な
症
状
と
ホ
ー
ム
ケ
ア

〜
健
康
づ
く
り
講
演
会
〜

分
〜
午
後
4
時

場
所
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
　
20
人
（
申
し
込

み
順
）

内
容
　
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

「
ジ
ュ
ノ
ー
」
の
上
映
（
国
を
越
え
、

人
種
を
越
え
て
、
無
償
の
愛
に
生
き

た
ス
イ
ス
人
医
師
の
生
涯
を
描
い
た

作
品
）  

、
講
演
「
地
震
等
災
害
時
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
」  

、

実
技
「
高
齢
者
疑
似
体
験
講
習
」「
高

齢
者
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方
へ
の
誘

導
な
ど
」（
昼
食
は
市
赤
十
字
奉
仕

団
で
用
意
し
ま
す
）

【
団
員
募
集
】

　
明
る
く
住
み
や
す
い
地
域
社
会
づ

く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
防
災
訓

練
・
敬
老
会
協
力
、
介
護
施
設
慰
問

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動

し
ま
せ
ん
か
。

申
・
問

　
9
月
29
日
㈭
ま
で
に
、
日

本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
白
井
市
地

区
事
務
局
（
社
会
福
祉
課
内
）　
内

線
5
3
0
4
へ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

結婚50周年を迎えられた皆さん
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小児慢性特定疾患児日常生活用具
種目 対象者 性能など

便器 常時介助を要する人 小児慢性特定疾患児が容易に使用し得るもの
(手すりを付けることができる)

特殊マット 寝たきりの状態にある人 褥瘡の防止、失禁などによる汚染または損耗を防
止できる機能を有するもの

特殊便器 上肢機能に障害のある人 足踏みペタルにて温水温風を出し得るもの
（取り替えに当たり住宅改修を伴うものを除く）

特殊寝台 寝たきりの状態にある人
腕、脚などの訓練のできる器具を付帯し、原則と
して使用者の頭部、脚部の傾斜角度を個別に調整
できる機能を有するもの

歩行支援用具 下肢が不自由な人

おおむね次の（ア）・（イ）のような性能を有する
手すり、スロープ、歩行器などであること

（ア）小児慢性特定疾患児の身体機能の状態を十
分踏まえたものであって、必要な強度と安定性を
有するもの

（イ）転倒防止、立ち上がり動作の補助、移乗動
作の補助、段差解消等などの用具となるもの

入浴補助用具 入浴に介助を要する人
入浴時の移動、座位の保持、浴槽への入水などを
補助でき、小児慢性特定疾患児または介助者が容
易に使用し得るもの

特殊尿器 自力で排尿できない人 尿が自動的に吸引されるもので小児慢性特定疾患
児または介助者が容易に使用し得るもの

体位変換器 寝たきりの状態にある人 介助者が小児慢性特定疾患児の体位を変換させる
のに容易に使用し得るもの

車いす 下肢が不自由な人 小児慢性特定疾患児の身体機能を十分踏まえたも
のであつて、必要な強度と安定性を有するもの

頭部保護帽 発作などにより頻繁に転
倒する人 転倒の衝撃から頭部を保護できるもの

電気式たん吸
引器

呼吸器機能に障害のある
人

小児慢性特定疾患児または介助者が容易に使用し
得るもの

クールベスト 体温調節が著しく難しい
人 疾病の症状に合わせて体温調節のできるもの

紫外線カット
クリーム

紫外線に対する防御機能
が著しく欠けて、がんや
神経障害を起こすことが
ある人

紫外線をカットできるもの

ネブライザー
（吸入器）

呼吸器機能に障害のある
人

小児慢性特定疾患児または介助者が容易に使用し
得るもの

パルスオキシ
メーター

人工呼吸器の装着が必要
な人

呼吸状態を継続的にモニタリングすることが可能
な機能を有し、介助者などが容易に使用し得るも
の

あ
か
ち
ゃ
ん
ポ
ケ
ッ
ト

　
お
も
ち
ゃ
の
製
作
や
保
育
園
離
乳

食
の
試
食
、
絵
本
の
紹
介
な
ど
を
行

い
ま
す
。
子
育
て
に
関
す
る
日
ご
ろ

の
悩
み
や
う
れ
し
い
こ
と
な
ど
を
気

楽
に
話
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
保
育
に
欠

け
る
生
後
6
カ
月
か
ら
3
歳
ま
で
の

子
を
対
象
に
、
市
が
認
定
し
た
家
庭

的
保
育
者
（
保
育
マ
マ
）
が
保
育
を

行
い
ま
す
。

　
定
員
は
4
人
で
保
育
は
家
庭
的
保

育
者
の
自
宅
内
に
保
育
室
な
ど
を
設

置
、
市
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
行
い

ま
す
。

※
保
育
場
所
に
つ
い
て
は
、
相
談
時

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

保
育
時
間
　
平
日
　
午
前
8
時
〜
午

後
6
時
、
土
曜
日
　
午
前
8
時
〜
正

午※
保
育
時
間
の
延
長
は
、
保
育
マ
マ

と
保
護
者
で
決
定
し
ま
す
。

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合

●
自
宅
以
外
で
働
い
て
い
る
場
合

●
子
ど
も
と
離
れ
て
家
事
以
外
の
仕

事
を
し
て
い
る
場
合

●
死
亡
、
行
方
不
明
、
拘
禁
な
ど
の

理
由
に
よ
り
親
が
い
な
い
家
庭
の
場

合●
親
が
出
産
の
前
後
、
病
気
、
負
傷
、

心
身
の
障
害
な
ど
で
、
そ
の
児
童
の

保
育
が
で
き
な
い
場
合

●
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
、

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
い
る
た
め
、

親
が
い
つ
も
そ
の
看
護
に
あ
た
っ
て

お
り
、
そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な

い
場
合

●
火
災
、
風
水
害
、
地
震
な
ど
に
遭

い
、
家
屋
を
失
っ
た
り
破
損
し
た
た

め
、
そ
の
復
旧
の
間
、
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合

保
育
料

　
市
保
育
料
徴
収
基
準
額
表

（
19
階
層
）
の
と
お
り

※
階
層
は
保
護
者
の
税
額
お
よ
び
児

童
の
年
齢
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

【
利
用
し
た
い
場
合
は
】

　
保
育
所
入
所
を
申
し
込
み
後
、
保

育
所
に
空
き
が
な
い
場
合
、
児
童
家

庭
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談

の
上
、
家
庭
的
保
育
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。
受
け
付
け
後
、
原

則
書
面
で
審
査
し
、
結
果
は
各
保
護

者
に
通
知
し
ま
す
。

申
・
問

　
児
童
家
庭
課
保
育
班
　
内

線
5
3
1
4
・
5
へ

市
家
庭
的
保
育
（
保
育
マ
マ
）
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

小
学
校
入
学
前
健
康
診
断

　
来
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

平
成
17
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
18
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
の
健

康
診
断
と
発
達
検
査
を
、
下
表
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
10
月
中
に
は
が
き
を

郵
送
し
ま
す
の
で
必
ず
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。「
通
知
が
届
か
な
い
」「
今

後
入
学
ま
で
の
間
に
他
市
町
村
へ
転

出
を
予
定
し
て
い
る
」
な
ど
の
理
由

で
指
定
日
に
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、

小学校入学前健康診断

学校名 日程 受付時間 終了時刻

白井第一小 11月15日㈫ 13:00 ～ 13:15 15:30

白井第二小 11月22日㈫ 13:00 ～ 13:20 15:30

白井第三小 11月8日㈫ 12:45 ～ 13:15 16:00

大山口小 11月16日㈬ 12:30 ～ 12:50 16:00

清水口小 11月30日㈬ 13:00 ～ 13:20 15:30

南山小 11月9日㈬ 13:00 ～ 13:15 15:30

七次台小 10月28日㈮ 13:00 ～ 13:20 16:00

池の上小 10月28日㈮ 13:15 ～ 13:30 15:30

桜台小 10月25日㈫ 13:00 ～ 13:30 15:30

　大会の開催に伴い、コースとなる道路の交通規制を次のとおり
実施します。
　当日は道路の混雑が予想されますが、ご協力をお願いします。
規制日時　10月2日㈰　午前9時20分～正午
規制区間　下図のとおり
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3434 ～ 6

Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ

5km折り返し

3km折り返し

2km折り返し

●

印西　→

文

●

千
葉

白井運動公園
陸上競技場

神々廻

平塚複台

●

コンビニエンスストア

ガソリン

柏柏
柏

スタンド

必
ず
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
受
付
時
間
を
厳
守
し
、
必

要
事
項
を
記
入
し
た
通
知
は
が
き
と

上
履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
学
校
教
育
課
指
導
班

　
内
線
3

白井梨マラソン大会
交通規制にご協力を

　小児慢性特定疾患児が、快適な日常生活が送れるように、下表のとおり用具を
給付します。
　給付を受ける場合、所得税額などにより自己負担金が発生する場合があります。
対象　県が実施する医療の給付を受けている小児慢性特定疾患児
※児童福祉法、障害者自立支援法などの規定による給付対象者は除きます。
申請に必要なもの　小児慢性特定疾患児日常生活用具給付申請書、小児慢性特定
疾患医療受給券、対象者の同一世帯で収入のある方全員の当該年度分市民税の課
税額を証明する書類、源泉徴収票、対象品目の見積書
■申・■問　健康課母子保健班☎（497）3495へ

　
申
込
時
に
試
食
希
望
の
離
乳
食

（
初
・
中
・
後
・
完
了
）
を
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。
ア
レ
ル
ギ
ー
食
に
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
。

日
時
　
30
日
㈮
　
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
15
分

場
所
　
子
育
て
ひ
ろ
ば
ド
リ
ー
ム
☆

ポ
ケ
ッ
ト
（
は
な
ぶ
さ
保
育
園
）

対
象
　
市
内
在
住
1
歳
未
満
の
子
と

そ
の
マ
マ
　
6
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
ト
（
バ
ス

タ
オ
ル
）、
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、
子

ど
も
用
ス
プ
ー
ン
、
お
し
ぼ
り

参
加
費
　
2
0
0
円
（
給
食
材
料
費
）

※
参
加
費
は
申
し
込
み
後
1
週
間
以

内
に
直
接
ド
リ
ー
ム
☆
ポ
ケ
ッ
ト
へ
。

申
・
問

　
16
日
㈮
午
前
9
時
か
ら
子

育
て
ひ
ろ
ば
ド
リ
ー
ム
☆
ポ
ケ
ッ
ト

☎
（
4
9
7
）
7
8
7
2
へ

4
2
2

※
健
診
日
当
日
は
保
護
者
向
け
の
家

庭
教
育
講
座
を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

　
終
了
時
刻
は
、
受
診
人
数
な
ど
に

よ
っ
て
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小児慢性特定疾患児日常生活用具の給付

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

10kmコース
5kmコース
3kmコース
2kmコース

保育ママと保育補助の皆さん

2011.9.155



駅  

将
棋
教
室

　
11
月
に
実
施
す
る
大
会
に
向
け
て
、

勝
負
の
こ
つ
を
学
ぼ
う
。

日
時

　
10
月
1
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
小
学
生
以
上

　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
9
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

桜  

子
ど
も
・
囲
碁
将
棋

教
室

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

指
導
が
受
け
ら
れ
る
の
で
、
初
心
者

で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
9
月
24
日
、
10
月
22
日
、
11

月
26
日
、
12
月
24
日
（
各
土
曜
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
小
学
生
以
上

参
加
費
　
無
料

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

学
校
給
食
共
同
調
理
場

運
営
委
員
会
委
員
募
集

　
市
で
は
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の

施
設
や
設
備
に
関
す
る
重
要
な
事
項

に
つ
い
て
審
議
す
る
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

　
学
校
給
食
共
同
調
理
場
は
現
在
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
耐
震
に
関
す

る
建
築
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
施
設
の
大
規
模
改
修
や
移

転
を
含
め
て
、
今
後
の
施
設
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

任
期

　
委
嘱
日
か
ら
2
年

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
満
20
歳

以
上

　
1
人

報
酬

　
会
議
1
回
に
つ
き
6
、   

6
0

0
円
（
交
通
費
な
し
）

申
・
問

　
所
定
の
応
募
用
紙
（
学
校

給
食
共
同
調
理
場
、
各
セ
ン
タ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
9
月
30
日

㈮
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
、
E
メ
ー

ル
か
直
接
学
校
給
食
共
同
調
理
場
☎

（
4
9
2
）
1
0
8
1
・

 k
y
u
u

sy
ok
u
-cen
ter@

city
.sh
iro

i.ch
iba.jp

へ

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

①
星
空
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

　
平
田
卓
さ
ん
の
琵
琶
の
生
演
奏
と

と
も
に
星
空
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き

る
大
人
向
け
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時

　
10
月
16
日
㈰

　
午
後
1
時
30

分
〜
2
時
50
分

対
象
　
一
般
　
86
人

チ
ケ
ッ
ト
代
　
当
日
券
7
0
0
円
、

前
売
り
券
6
0
0
円

②
ち
ょ
っ
と
知
り
た
い
大
人
の
た
め

の
天
文
教
室

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
地
球
」
で
す
。

地
球
の
大
気
の
こ
と
や
地
震
の
起
こ

る
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
探
っ
て
い

き
ま
す
。
　

日
時
　
10
月
5
日
・
19
日
、
11
月
2

日
・
16
日
・
30
日
（
各
水
曜
日
、
全

5
回
）　  

午
前
11
時
〜
正
午

対
象

　
で
き
る
だ
け
全
日
程
参
加
で

き
る
人

　
30
人

子

ど

も

参
加
費
　
1
回
に
つ
き
2
0
0
円

申
・
問

　
①
の
前
売
り
券
販
売
と
電

話
に
よ
る
座
席
の
予
約
受
け
付
け
は

本
日
か
ら
、
②
は
講
座
前
日
ま
で
に

電
話
か
直
接
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
☎

（
4
9
2
）
1
1
2
5
へ

白
井
運
動
公
園

①
テ
ニ
ス
イ
ベ
ン
ト
〜
ワ
ン
デ
ー
レ

デ
ィ
ー
ス
マ
ッ
チ
〜

日
時
　
10
月
17
日
㈪
　
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
（
雨
天
中
止
）

対
象

　
18
歳
以
上
の
女
性
ペ
ア

　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
6
組
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費

　
2
、
5
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

②
ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座

　
専
用
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
こ
と

で
、
正
し
い
姿
勢
で
歩
幅
を
広
げ
て

バ
ラ
ン
ス
よ
く
歩
く
こ
と
が
で
き
、

上
半
身
も
積
極
的
に
動
か
す
こ
と
で

運
動
効
果
も
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
が
開
発

し
た
「
新
し
い
健
康
法
」
で
す
。

日
時

　
10
月
26
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

正
午
（
雨
天
中
止
）

対
象

　
40
歳
以
上

　
30
人
（
申
し
込

市民ゴルフフェスタ申込先
氏名・名称 住所 電話番号

木下智義 桜台2―6―2―705 （497）2632
鈴木酒店 白井駅前商店会 （491）0486
渡辺暢 南山1―5―9―401 （491）3900
千秋繁 南山3―6―6 （491）5695
山田政男 河原子357―1 （491）0349
富澤ハウジング 根1826―31 （491）0026
隆盛堂薬局 西白井駅前商店会 （491）4626
宇田川清次 根1918―11 （491）6160
千葉光商事 根1777―1 （491）5111
阪東修 けやき台1―2―1―1012（491）8765
谷口八郎 けやき台2―6―4―103 （491）3404
平井勲 清水口1―5―2―502 （491）1482
宮崎信行 清水口2―1―12―702 （491）2451
田辺裕 清水口3―28―7 （491）3476
奥田隆夫 七次台4―2―3 （491）0982
内田弘 大山口2―4―4―107 （491）2802
下山輝美 西白井1―15―6 （491）1101
橋本力 冨士198―38 （445）2110
田上聖視 大松1―2―23 （491）2253

公  

こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　
ほ
く
ほ
く
コ
ロ
ッ
ケ
を
作
っ
て
、

み
ん
な
で
食
べ
よ
う
。

日
時
　
10
月
1
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
上
履
き
、
米
1
合
、
飲
み
物

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
15
日
㈭
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ク
ッ
ク
キ
ッ
ズ

　
ク
マ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
「
い
な
り
ず
し
」
や
豆
腐
白

玉
を
作
ろ
う
。

日
時
　
10
月
8
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
0
時
30
分

対
象
　
小
学
生
　
16
人（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
上

履
き
、
マ
ス
ク
、
持
ち
帰
り
用
の
入

れ
物 

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
10
月
2
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

市
民
ゴ
ル
フ
フ
ェ
ス
タ

参
加
者
募
集

日
程
　
10
月
24
日
㈪

場
所
　
総
武
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
・

印
旛
コ
ー
ス
（
印
西
市
）

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
者

　
1
8

0
人
（
申
し
込
み
順
）

競
技
方
法

　
新
ぺ
リ
ア
方
式

プ
レ
ー
費

　
1
3
、 

9
0
0
円
（
乗

用
カ
ー
ト
・
キ
ャ
デ
ィ
ー
付
き
、
昼

食
代
別
）

参
加
費

　
3
、
0
0
0
円
（
賞
品
代
・

パ
ー
テ
ィ
ー
費
）

申
・
問

　
9
月
30
日
㈮
ま
で
に
下
表

の
各
申
込
先
か
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
班
　
内
線
3
4
3
5
へ

み
順
）

※
申
込
者
が
10
人
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費

　
2
、
0
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

申
・
問

　
①
は
10
月
14
日
㈮
、
②
は

10
月
19
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
参
加
費

持
参
の
上
、
直
接
白
井
運
動
公
園
☎

（
4
9
7
）
0
2
2
2
へ

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

日
時

　
10
月
1
日
㈯
・
2
日
㈰

　
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
6
0
0

円
、
体
育
館
1
、
4
8
0
円
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
2
、
9
2
0
円
（
各
2
時
間

単
位
）

申
・
問

　
9
月
26
日
㈪
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3
4
3

6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

の
登
録
が
必
要
で
す
。

鳥
見
神
社
・
鷲わ

し

神
社

の
石
造
鳥
居

　
神
社
を
訪
れ
る
と
ま
ず
目
に
入

る
の
が
鳥
居
で
す
。
鳥
居
は
神
社

の
入
り
口
や
門
と
し
て
の
機
能
を

持
ち
、
そ
こ
か
ら
先
が
神
社
の
領

域
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
鳥
居
は
、
市
教
育
委
員

会
の
社
寺
建
築
調
査
で
31
社
に
36

基
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す

（
宗
教
法
人
未
登
録
社
を
含
む
） 

。

個
人
の
邸
宅
内
に
あ
る
屋や

し
き
が
み

敷
神
な

ど
は
未
調
査
で
す
が
、
通
常
見
る

こ
と
が
で
き
る
数
と
し
て
よ
い
で

し
ょ
う
。
31
基
の
中
で
石
造
の
鳥

居
は
26
基
あ
り
ま
す
が
、
江
戸
時

代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
は
わ
ず
か

5
基
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
今
回
紹
介

す
る
2
基
の
鳥
居
は
そ
の
重
要
性

に
鑑
み
、
昭
和
59
年
に
町
（
当
時
）

の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
白
井
地
区
に
あ
る
鳥
見
神
社
の

鳥
居
は
正

し
ょ
う
と
く徳
3
年
（
1
7
1
3
）

に
建
て
ら
れ
た
、
市
内
最
古
の
石

造
鳥
居
で
す
。
形
式
は
明

み
ょ
う
じ
ん神
鳥
居

で
安あ

ん
ざ
ん
が
ん

山
岩
製
、
高
さ
は
2
8
8
㌢

㍍
で
す
。
柱
に
は
奉
納
者
名
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
風
化
に
よ
り

一
部
読
み
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

故
鈴
木
普
二
男
さ
ん
は
右
側
の
柱

に
刻
ま
れ
た
奉
納
者
の
文
字
を
拓た

く

本ほ
ん

に
よ
り
解
読
し
「
鈴
木
」  

「
山

口
」  

「
秋
本
」  

「
伊
藤
」
の
文
字

が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
鳥
居
造

ぞ
う
り
ゅ
う立

当
時
の
鳥
見
神
社
は
現
在
と
は
異

な
り
、
白
井
橋
本
村
（
現
白
井
地

区
）
全
体
の
産う

ぶ
す
な土
で
あ
っ
た
と
推

定
し
て
い
ま
す
。

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　
木
地
区
は
所
沢
村
と
野
口
村
が

合
併
し
て
で
き
た
木
村
を
前
身
と

し
ま
す
が
、
木
地
区
に
あ
る
鷲
神

社
は
所
沢
村
の
産
土
で
す
。
鳥
居

は
宝
暦
9
年
（
1
7
5
9
）
に
建

て
ら
れ
た
、
市
内
で
2
番
目
に
古

い
石
造
鳥
居
で
す
。
鳥
居
の
形
式

は
明
神
鳥
居
で
安
山
岩
製
、
高
さ

は
2
6
0
㌢
㍍
で
す
。
右
側
の
柱

に
は
、
所
沢
村
を
治
め
て
い
た
旗

本
で
あ
る
松ま

つ
だ
い
ら
ご
ろ
べ
い

平
五
郎
兵
衛
を
筆
頭

に
願が

ん
し
ゅ主
半
四
郎
や
名な

ぬ
し主
七
左
衛
門

ら
、
所
沢
村
関
係
の
奉
納
者
名
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
左
側

の
柱
に
は
中
木
戸
新
田
や
野
口
村

な
ど
他
村
の
人
た
ち
の
名
前
が
刻

ま
れ
、
こ
の
鳥
居
が
近
隣
の
村
人

た
ち
の
協
力
も
得
な
が
ら
造
立
さ

れ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
2
基
の
鳥
居
は
造
立
年
代
が
古

い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
多
く

の
関
係
者
の
努
力
で
造
立
さ
れ
た

こ
と
も
わ
か
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
鷲神社石造鳥居の柱の人名 鳥見神社の石造鳥居

広いレクホールで運動会をした後、みんなでランチパー
ティー（自由参加）をしましょう。
日時　10月4日㈫　午前10時30分～ 11時30分
対象　乳幼児とその保護者　20組（申し込み順）
持ち物　上履き（親子とも）  、飲み物、ランチパーティー
に参加する人は昼食
申　10月1日㈯までに電話か直接公民センターへ

公   親子で楽しくあそびましょう「運動会
とランチパーティ」
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イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

◆
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
抜
き
取

り
作
戦

　
里
山
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
植
物
を

保
全
す
る
た
め
に
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ

ダ
チ
ソ
ウ
な
ど
の
外
来
種
を
抜
き
取

る
作
業
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
23
日
㈷
　
午
前
9
時
〜
11
時

30
分
（
雨
天
中
止
）　  

集
合
場
所
　

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
清
戸
）　  

対
象
　

一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）　  

持

ち
物
・
服
装

　
飲
み
物
・
長
袖
、
長

ズ
ボ
ン

　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
N
P
O
法
人
谷
田

武
西
の
原
っ
ぱ
と
森
の
会
　
齋
藤
☎

（
4
9
1
）
8
3
5
7
へ

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
事
前
予
約
の
必
要
な
く
、
弁
護
士

や
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
24
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

　
対
象

　
一
般

　
相
談
料

無
料

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ド
ル
チ
ェ
コ
ン

サ
ー
ト

　
ソ
プ
ラ
ノ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
バ

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
の
5

人
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時

　
24
日
㈯

　
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
30
分
）　  

場
所
　
文

化
会
館
中
ホ
ー
ル
　
曲
目
　
ブ
ラ
ー

ム
ス
「
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
第
1
番
」

な
ど
　
入
場
料
　
無
料

問
　
佐
藤
☎
（
4
9
2
）
3
1
3
0

◆
法
の
日
「
行
政
書
士
に
よ
る
無
料

相
談
会
」

　
10
月
1
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

　
土
地
や
相
続
、
会
計
記
帳
や
農
地

転
用
な
ど
の
各
種
許
認
可
な
ど
、
地

元
の
法
律
家
が
幅
広
く
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
時

　
10
月
1
日
㈯

　
午
前
9
時
〜

正
午
　
場
所
　
冨
士
セ
ン
タ
ー

問
　
行
政
書
士

　
岩
﨑
☎
0
9
0

（
4
6
2
6
）
5
4
7
9

◆
下
総
航
空
基
地
開
設
記
念
行
事

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
模
擬
店
の
出
店

な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
10
月
1
日
㈯

　
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
　
場
所
　
海
上
自
衛
隊
下

総
航
空
基
地
（
柏
市
）

※
新
鎌
ケ
谷
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

問
　
広
報
室
☎
0
4
（
7
1
9
1
）

2
3
2
1

◆
ス
ウ
ィ
ン
グ
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ジ
ャ

ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

　
ス
ウ
ィ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
や
ラ
テ
ン

の
名
曲
な
ど
を
、
17
人
編
成
の
フ
ル

バ
ン
ド
と
女
性
ボ
ー
カ
ル
で
演
奏
し

ま
す
。

日
時

　
10
月
2
日
㈰

　
午
後
1
時
30
分

〜
（
開
場

　
午
後
1
時
）　  

場
所
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル

　
入
場
料

　
無
料

問
　
安
井
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
5

5
4
6

◆
特
別
医
療
講
演
会
　

日
時
　
10
月
8
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

4
時
　
場
所
　
市
川
市
文
化
会
館

テ
ー
マ
・
講
師

　
現
在
の
が
ん
治
療

と
そ
の
予
防
に
つ
い
て
・
県
が
ん
セ

ン
タ
ー

　
中
川
原
章
セ
ン
タ
ー
長

が
ん
治
療
に
関
連
す
る
皮
膚
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
・
県
立
東
金
病
院
病

棟
看
護
師
長
、
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認

定
看
護
師
　
鈴
木
由
加
さ
ん
　
対
象

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人
工

膀
胱
造
設
者
）  

、
医
療
関
係
者
な
ど

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
県
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
事
務
所
☎
0
4
3
（
3
0
9
）
7

5
7
1
（
月
・
火
・
金
曜
日
の
午
前

10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）
へ

◆
講
演
会
「
口こ

う
こ
う腔
ケ
ア
と
誤ご

え
ん嚥
性
肺

炎
予
防
」

日
時
　
10
月
2
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

正
午
　
場
所
　
成
田
市
保
健
福
祉
館

対
象
　
介
護
関
係
者
、
医
療
関
係
者
、

口
腔
ケ
ア
に
関
心
の
あ
る
人
　
1
0

0
人
（
申
し
込
み
順
）　  

講
師
　
米

山
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
米
山
武
義
歯

科
医
師

　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
氏
名
、
所
属
、
参
加
人
数

を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
で
印
旛
郡

市
歯
科
医
師
会
☎
0
4
7
6
（
2
7
）

1
8
9
4
・
℻
0
4
7
6
（
2
7
）

1
8
9
6
へ

◆
白
井
市
・
印
西
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
共
催
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
（
団

体
戦
）

　
男
女
別
3
ダ
ブ
ル
ス
1
チ
ー
ム
に

よ
る
団
体
戦
（
メ
ン
バ
ー
ズ
の
部
、

オ
ー
プ
ン
1
部
・
2
部
）
で
大
会
を

行
い
ま
す
。

日
時

　
10
月
16
日
㈰

　
午
前
9
時
〜

場
所

　
印
西
市
松
山
下
公
園

　
対
象

中
学
生
以
上
（
1
チ
ー
ム
6
人
以
上
）

※
メ
ン
バ
ー
ズ
の
部
は
白
井
市
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
登
録
者
に
限
り
ま
す
。

　
中
学
校
は
1
学
校
2
チ
ー
ム
ま
で

参
加
可
能
で
す
。

参
加
費

　
白
井
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
登
録
チ
ー
ム
3
、
0
0
0
円
、
一

般
チ
ー
ム
5
、
0
0
0
円

申
・
問

　
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
チ

ー
ム
名
、
代
表
者
お
よ
び
選
手
の
氏

名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
10
月
7
日
㈮
（
必
着
）
ま

高

齢

者

趣
味
・
教
養
・
学
習

で
に
〒
2
7
0
―
1
4
3
5

　
白
井

市
清
水
口
2
―
1
―
11
―
1

　
佐
藤

和
美
☎
・
℻ 

（
4
9
2
）
9
3
0
3

へ◆
東
葛
山
の
会
公
開
ハ
イ
キ
ン
グ

　
上
州
・
荒
船
山
の
、
迫
力
満
点
の

大
岩
壁
と
ト
モ
岩
か
ら
の
素
晴
ら
し

い
眺
望
や
紅
葉
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

（
全
体
で
約
5
時
間
の
行
程
で
す
）。

日
程
　
10
月
30
日
㈰
　
集
合
時
間
・

場
所
　
午
前
5
時
30
分
・
鎌
ケ
谷
市

役
所
　
対
象
　
一
般
　
30
人  

参
加
費
　
6
、
0
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

申
　
往
復
は
が
き
に
参
加
者
（
何
人

で
も
可
）
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）  

、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
9
月
30
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に

〒
2
7
0
―
1
4
2
4

　
白
井
市
堀

込
1
―
3
―
1
―
1
0
6

　
鈴
木
か

つ
子
へ

問
　
高
山
☎
（
4
4
2
）
7
2
5
2

（
午
後
8
時
〜
9
時
）

◆
清
水
口
学
童
秋
ま
つ
り

　
駄
菓
子
屋
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す

く
い
な
ど
の
出
店
、
ク
イ
ズ
や
バ
ザ

ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
16
日
㈰
　
午
後
0
時
15

分
〜
3
時
　
場
所
　
清
水
口
小
学
校

問
　
清
水
口
学
童
保
育
所
☎
（
4
9

1
）
3
5
6
5

◆
県
民
政
治
大
学
受
講
者
募
集

　
皆
さ
ん
が
政
治
に
つ
い
て
幅
広
く

学
び
、
選
挙
へ
の
関
心
が
よ
り
深
ま

る
よ
う
に
、
県
民
政
治
大
学
を
開
催

し
ま
す
。
1
日
単
位
で
受
講
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
程
　
11
月
10
日
㈭
・
14
日
㈪
・
21

日
㈪

　
場
所

　
京
葉
銀
行
文
化
プ
ラ

ザ
（
千
葉
市
中
央
区
）　  

対
象
　
各

日
5
0
0
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）　  

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
は
が
き
か
申
込
用
紙
（
白

井
市
選
挙
管
理
委
員
会
、
各
地
域
振

興
事
務
所
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
郵
便

◆
ご
存
じ
で
す
か
「
個
別
的
労
使
紛

争
の
あ
っ
せ
ん
」
制
度

　
公
益
・
労
働
者
・
使
用
者
を
代
表

す
る
あ
っ
せ
ん
委
員
が
労
使
双
方
の

主
張
を
聞
い
て
、
歩
み
寄
り
に
よ
る

解
決
を
手
助
け
し
ま
す
。
ま
た
安
定

し
た
労
使
関
係
が
築
か
れ
る
よ
う
、

労
働
組
合
と
使
用
者
間
の
労
働
争
議

の
調
整
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
雇

用
を
め
ぐ
る
労
使
間
の
問
題
が
生
じ

た
時
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
簡
単

な
手
続
き
で
費
用
は
無
料
、
秘
密
は

守
り
ま
す
。

問
　
県
労
働
委
員
会
事
務
局
☎
0
4

3
（
2
3
1
）
2
1
3
1

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば

　
船
橋
市
に
あ
る
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

ち
ば
」
は
、
雇
用
関
連
サ
ー
ビ
ス
を

1
カ
所
で
ま
と
め
て
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
就
職
支
援
の
た
め
の
セ
ン
タ

ー
で
す
。
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
を
対

象
と
し
て
、
就
職
活
動
に
お
け
る
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の

実
施
、
求
人
企
業
と
求
職
者
が
直
接

会
話
す
る
機
会
を
提
供
す
る
「
仕
事

探
し
カ
フ
ェ
」
な
ど
、
若
年
者
の
就

職
を
促
進
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を

無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

開
所
日
時

　
月
〜
金
曜
日
　
午
前
9

時
〜
午
後
5
時

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

問
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
☎
0
4
7

（
4
2
6
）
8
4
7
1

シ  

襖ふ
す
まと

障
子
の
張
り
替

え
講
習
会

　
基
本
か
ら
実
技
を
交
え
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
10
月
6
日
㈭
・
7
日
㈮

　
午

前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所

　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上

　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

申
　
9
月
28
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

福  

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
〜
相
続
編
〜

　
相
続
の
制
度
な
ど
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
な
が
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
を
招

複  
映
画
上
映
会
「
風
と

共
に
去
り
ぬ
」

日
時
　
25
日
㈰
　
午
後
1
時
〜
4
時

40
分

対
象
　
一
般
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

申
　
24
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

コ    

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
「
ふ

く
ふ
く
♪
」

　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

は
誰
で
も
気
軽
に
紅
茶
や
ケ
ー
キ
で

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
を
毎
月
第
1
土

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
1
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

4
時社  「

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
」
物
品
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集

　
10
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
に
開
催
さ

れ
る
し
ろ
い
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
会

場
で
販
売
す
る
物
品
と
、
準
備
か
ら

開
催
当
日
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
受
講

希
望
日
、
修
了
証
書
希
望
の
有
無
を

記
入
の
上
、
9
月
26
日
㈪
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
郵
送
で
〒
2
6
0
―
8

6
6
7

　
千
葉
県
選
挙
管
理
委
員
会

☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
1
4
2
・

  h
ttp://w

w
w
.pref.ch

ib

a.lg
.jp/sen

k
an
/in
dex
.h
t

m
l  

へ

※
修
了
証
書
は
2
日
以
上
受
講
し
た

人
に
交
付
し
ま
す
。

　エコクラフトバン
ドを使ってかごを編
みましょう。
日時　10月6日㈭・13
日 ㈭・19日 ㈬・27日
㈭　午後1時～ 3時
対象　市内在住のお
おむね60歳以上　10
人（応募者多数の場
合は抽選）
参加費　500円（材料費）
申　9月28日㈬までに電話か直接福祉センターへ

物
品
受
付
期
間

　
9
月
26
日
㈪
〜
10

月
7
日
㈮

※
家
電
製
品
や
家
具
な
ど
、
品
物
に

よ
っ
て
は
受
け
付
け
で
き
な
い
物
も

あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
程
・
内
容
　
10
月

18
日
㈫
〜
21
日
㈮
・
品
物
の
仕
分
け
、

値
付
け
作
業
　
10
月
22
日
㈯
・
23
日

㈰
・
商
品
の
陳
列
と
販
売

申
　
7
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
社

会
福
祉
協
議
会
へ

か
な
い
た
め
の
相
続
方
法
を
伝
授
し

ま
す
。

日
時
　
10
月
13
日
㈭
　
午
後
1
時
〜

3
時
15
分
（
講
座
） 

、 

10
月
14
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
（
個
別
面
接
）

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
20
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
） 

※
個
別
面
接
は
講
座
を
受
講
し
た
人

で
希
望
者
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

講
師
　
東
京
海
上
日
動
あ
ん
し
ん
生

命
保
険
会
社
　
須
永
耕
治
さ
ん

参
加
費
　
無
料

申
　
10
月
6
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福   生きがい支援事業「エコクラフ
トかご作り講座」

エコクラフトかご

2011.9.157
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2011.9.15 8み ん な の ひ ろ ば

　みんなで楽しそうにウオーキ
ングに励むこの皆さん、市内で活
動するグループで、市で開催する

「脳の健康ぐっとアップ講座」の
受講者が自主的に結成した「エー
デルワイス」というグループです。
　会の主な活動はウオーキング
やハイキング、会報の発行など
で、ウオーキングでは景色を楽し

みながら歩数測定を行い、歩く速度を調節することで有酸素運動の効
果を高めています。ハイキングでは新緑のきれいな場所を選んでマイ
ナスイオンを体いっぱいに取り込んでいるほか、パソコンの使用によ
る脳の活性化を考慮した月刊誌発行など、普段から楽しみながら健康
にも心掛ける活動を行っています。
　会員の土屋進さんは「コミュニケーションを大事にして、ますます
楽しく活動できるグループにしたい」と話してくれました。

ま
ご
と
を
す
る
子
、
サ
ッ
カ
ー
や

鬼
ご
っ
こ
を
す
る
子
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　
室
内
の
人
気
の
場
所
は
押
し
入

れ
で
す
。
自
宅
で
は
な
か
な
か
入

れ
な
い
押
し
入
れ
も
、
学
童
保
育

所
で
は
小
さ
な
秘
密
基
地
。
お
気

に
入
り
の
お
も
ち
ゃ
を
持
ち
込
み
、

額
を
く
っ
つ
け
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
い
っ
ぱ
い
遊
ん
だ
後
は
、
班
ご

と
に
分
か
れ
て
皿
洗
い
や
ト
イ
レ

掃
除
な
ど
の
お
手
伝
い
タ
イ
ム
。

リ
ー
ダ
ー
の
上
級
生
を
中
心
に
、

任
さ
れ
た
仕
事
を
し
っ
か
り
や
り

遂
げ
ま
す
。
帰
宅
前
の
30
分
間
は
、

毎
日
全
員
参
加
で
ゲ
ー
ム
を
し
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
で
穏
や
か
な

時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

　
年
間
の
主
な
行
事
は
七
夕
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
、
俳
句
作
り
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
、
百
人
一
首
覚
え
、
節
分

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
母
の
日
に
は
、

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

遊びながら健康管理を

あ
か
あ
か
と
墓
埋
め
つ
く
し
て
彼
岸
花

秋
祭
り
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
獅
子
の
舞

紫
陽
花
や
窓
辺
に
薫
る
百
日
紅

無
花
果
や
周
り
は
蜂
の
演
舞
哉

打
ち
水
に
下
駄
の
響
け
る
城
下
町

エ
コ
と
言
ふ
風
を
呼
び
込
む
青
簾

片
蔭
を
探
し
て
歩
く
田
舎
道

彼
の
人
と
心
の
通
ふ
日
傘
か
な

蚊
遣
香
味
わ
い
深
し
友
の
い
て

草
む
し
り
朝
の
う
ち
に
と
頑
張
れ
よ

暗
が
り
に
方
言
を
聞
く
夏
祭

こ
も
れ
日
の
中
に
咲
い
た
り
白
ゆ
り
の
花

娑
婆
と
言
う
酷
暑
の
中
の
余
生
か
な

蝉
し
ぐ
れ
う
た
た
ね
す
ご
す
八
十
二
歳

津
波
の
む
荒
れ
田
に
穂
波
い
つ
の
日
ぞ

唐
黍
に
か
ぶ
り
つ
く
孫
愛
お
し
く

西
白
井
駅
の
ま
は
り
の
夏
祭
り

早
寝
の
児
覚
ま
す
夜
空
の
揚
花
火

風
鈴
や
家
ぬ
ち
に
あ
る
風
の
道

焼
け
た
肌
境
界
線
の
夏
惜
し
む

湯
あ
が
り
に
冷
や
そ
ば
た
ぐ
る
孫
ふ
た
り

夕
空
に
独
り
ぼ
っ
ち
か
欠
け
た
月

夕
焼
け
や
海
に
影
置
く
佐
渡
が
島

ゆ
く
夏
や
吾
が
来
し
方
の
ゆ
る
ぎ
な
し

涼
風
の
僅
か
な
る
夜
刻
と
ま
る

青
白
く
闇
夜
の
海
が
光
る
の
は

　
　
　
波
に
攫
わ
れ
漂
う
精
霊

浮
世
絵
師
「
國
芳
の
魅
力
」
の
放
映
に

　
　
　
篠
田
監
督
示
唆
う
け
し
と
笑
む

牛
蛙
鳴
く
伝
説
の
姥
ヶ
池

　
　
　
供
花
の
ご
と
く
に
睡
蓮
が
咲
く

笑
顔
よ
し
ボ
ー
ル
は
一
回
手
で
叩
き

　
　
　
ゴ
ー
ル
決
め
た
ぞ
未
来
な
で
し
こ

思
い
出
は
帰
ら
ぬ
も
の
と
知
り
な
が
ら

　
　
　
集
ひ
し
親う

か
ら族
と
回え

こ
う向
に
か
た
ら
ふ

早
朝
に
競
い
啼
い
て
る
虫
の
声

　
　
　
疲
れ
た
我
に
エ
ー
ル
を
く
れ
る

涙
し
て
頭
を
撫
で
て
く
れ
る
人
に

　
　
　
す
り
寄
り
て
く
る
被
爆
せ
し
牛
は

盆
す
ぎ
の
暑
さ
残
れ
る
夕
庭
に

　
　
　
木
瓜
の
実
ひ
と
つ
音
な
く
落
つ
る

     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

根
　
　
　
　
押
田
み
よ
女

神
々
廻
　
　
斉
藤
と
み
子

神
々
廻
　
　
高
橋
勲
次
郎

桜
台
　
　
　
土
山
勝
實

冨
士

　
　
　
福
加
あ
け
み

冨
士

　
　
　
小
澤
喜
美
子

池
の
上

　
　
大
橋

　
茂

西
白
井

　
　
山
本
幸
恵

堀
込

　
　
　
山
川
純
子

根
　
　
　
　
乾

　
タ
カ
子

大
松
　
　
　
織
本
泰
子

堀
込
　
　
　
上
條
さ
つ
き

神
々
廻
　
　
田
中
八
代
い

堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

冨
士
　
　
　
今
野
吉
信

根
　
　
　
　
阿
久
津
幸
子

大
松
　
　
　
川
又
勝
彦

南
山
　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

冨
士
　
　
　
染
谷
英
人

清
水
口
　
　
池
川
　
悟

大
山
口
　
　
上
坂
千
昭

冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

冨
士
　
　
　
福
加
博
之

七
次
台

　
　
松
井
寛
紅

池
の
上

　
　
関
根
千
浪

冨
士

　
　
　
望
月
玲
子

清
水
口
　
　
柴
垣
正
徳

桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

掘
込
　
　
　
名
越
た
て
み

根
　
　
　
　
印
南
満
子

池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　
児
童
数
2
8
0
人
ほ
ど
の
池
の

上
小
学
校
の
中
に
あ
る
池
の
上
学

童
保
育
所
は
、
24
人
の
子
ど
も
た

ち
が
過
ご
す
小
さ
く
て
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
学
童
保
育
所
で
す
。

手
作
り
が
い
っ
ぱ
い

　
学
童
保
育
所
で
は
、
や
っ
て
く

る
子
ど
も
た
ち
を
お
母
さ
ん
の
よ

う
な
指
導
員
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　
楽
し
み
の
一
つ
は
、
季
節
の
手

作
り
お
や
つ
。
春
の
「
こ
い
の
ぼ

り
ク
レ
ー
プ
」、夏
の
「
シ
ュ
ワ
ッ

ト
ゼ
リ
ー
」、
秋
の
「
ス
イ
ー
ト

ポ
テ
ト
」
に
「
月
見
団
子
」   

、
冬

の
「
い
ち
ご
大
福
」
は
大
人
気
の

定
番
お
や
つ
で
す
。

　
お
や
つ
が
終
わ
る
と
元
気
に
外

に
向
か
う
子
ど
も
た
ち
。
学
童
保

育
所
に
は
テ
レ
ビ
も
ゲ
ー
ム
機
も

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
は
外
で
遊
ぶ
の
が
と
て
も
上

手
。
一
輪
車
に
乗
る
子
、
虫
捕
り

を
す
る
子
、
葉
っ
ぱ
を
並
べ
て
ま

行
き
ま
し
た
。
し
ろ
い
環
境
塾
で

の
流
し
そ
う
め
ん
、
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
工
作
や
水

鉄
砲
遊
び
、
花
火
大
会
な
ど
総
勢

60
数
人
で
楽
し
い
週
末
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
カ
ブ
ト
ム

シ
や
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
、
指
先
ほ
ど

の
小
さ
な
カ
エ
ル
な
ど
生
き
物
を

た
く
さ
ん
捕
ま
え
ま
し
た
。

　
ま
た
今
回
は
、
父
親
の
参
加
も

多
く
、
子
ど
も
た
ち
と
相
撲
ご
っ

こ
や
追
い
駆
け
っ
こ
、
食
事
の
火

お
こ
し
と
大
活
躍
で
し
た
。

　
他
に
も
、
南
山
小
学
校
の
プ
ー

ル
開
放
に
行
っ
た
り
、
バ
ス
で
市

民
プ
ー
ル
へ
行
っ
た
り
、
電
車
に

乗
っ
て
映
画
館
に
行
っ
た
り
と
、

思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
っ
た
夏
休

み
で
し
た
。

問
　
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
7

学  

童  

保  

育  

所  

⑥

池
の
上
学
童
保
育
所

　震災の影響により再生紙の入手が困難なため、
　上質紙を使用しています。

家
族
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
。
敬

老
の
日
に
は
は
が
き
作
り
。
他
に

も
万
華
鏡
、
ス
ラ
イ
ム
、
ア
イ
ロ

ン
ビ
ー
ズ
、
指
編
み
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を
作
り
ま
す
。

夏
休
み
の
思
い
出

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
1
泊

2
日
の
親
子
キ
ャ
ン
プ
。
今
年
は
、

平
塚
に
あ
る
自
然
キ
ャ
ン
プ
場
に

夏の夜空に響き渡る太鼓の音
　8月27日、白井第一小学校校庭で白井市制施行10周年記念夏祭りが
開催されました。毎年恒例となっている夏祭り、イベントでは若者た
ちによるヒップホップダンスやよさこいソーランなどの踊り、白井太
鼓倶楽部による太鼓演技が披露され、大勢の観客でにぎわいました。
　盆踊りでは、白井音頭などおなじみの曲に合わせた太鼓の音が夏の
夜空に響き渡りました。ソーラン出演団体は桜吹雪、白井ソーラン踊り、
ひまわり連の3団体、それぞれそろいの衣装を身に着けて勇ましい演技
を披露しました。
　太鼓演技では白井太鼓倶楽部
の皆さんによる「白井太鼓」な
どが披露されました。祭りには
付き物の太鼓ですが、曲に合わ
せた打ち方とは違った力強い太
鼓の演技に、会場を埋め尽くし
た皆さんから大きな拍手が送ら
れていました。

こいのぼりクレープ

流しそうめんを頬張る子どもたち

ウオーキングを楽しむ皆さん

ステージの上で鮮やかなバチさばきを披露


